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津
宮
現
地
大
祭

五
月
二
十
七
日
、
当
大
社
沖
津
宮
で
現
地
大
祭
が
斎
行
さ
れ

た
。
現
地
大
祭
は
、
日
本
海
海
戦
で
命
を
落
と
し
た
日
露
将
兵
約

四
千
二
百
名
の
慰
霊
並
び
に
勝
利
に
導
い
た
先
人
を
顕
彰
す
る
為
、

斎
行
さ
れ
て
い
る
。
我
国
の
命
運
を
懸
け
た
日
本
海
海
戦
は
沖
ノ

島
の
北
西
、
対
馬
海
峡
よ
り
始
ま
っ
た
。
そ
の
状
況
は
、
当
時
沖

ノ
島
に
い
た
当
大
社
職
員
も
鮮
明
に
日
誌
に
記
録
し
て
い
る
。

昨
年
の
現
地
大
祭
は
海
上
大
時
化
と
な
り
渡
島
す
る
こ
と
は

、
J
叶
わ
な
か
っ
た
。
今
年
も
前
日
迄
、
雨
が
降
り
気
を
揉
ん
で
い
た

ー
が
、
そ
の
心
配
を
余
所
に

F

，
当
日
は
海
上
平
穏
と
な
り

二
年
振
り
の
現
地
大
祭
と

な
っ
た
。
普
段
、
沖
ノ
島
へ

の
渡
島
は
制
限
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
日
だ
け
は
特

別
に
一
般
の
入
島
を
許
し

て
い
る
。
し
か
し
、
参
拝

希
望
者
は
多
数
に
の
ぼ
る

為
、
例
年
二
五
0
名
の
み

受
け
入
れ
て
い
る
。

参
拝
者
は
、
二
十
六
日

筑
前
大
島
に
参
集
。
当
大

．圏輝四●
1 ・ 15日月汲祭
午前10時～
高宮祭

第二宮・第三宮祭

宗像護国神社祭(1日）

午前 1 1 時～
総社祭

浦安舞奉奏 (1 日）

豊栄舞奉奏(1 5 日）

27日午前9時～

第56回
中津宮七夕揮竜会
於＝大島・中津宮

31 日午後5時～

夏越の大祓神事
大祓式於＝神門前

引き続き

夏越祭於＝本殿

ーア疇＇
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が
伝
承
さ
れ
、
そ
れ
を
日
本
人
は
神
の
啓
示

と
し
畏
敬
の
念
を
も
っ
て
受
け
入
れ
共
生
し

て
き
た
て
伝
統
的
な
農
耕
社
会
で
は
、
気
象
の

変
化
を
肌
で
感
じ
、
山
の
残
雪
や
、
生
物
の
生

態
、
植
物
の
開
花
や
色
つ
き
を
参
考
に
し
、
稲

作
を
中
心
と
す
る
農
事
に
励
ん
で
き
た
歴
史

が
あ
る
。
暦
の
農
事
欄
に
初
音
、
初
見
、
開
花
、

植
え
つ
け
等
の
欄
が
設
け
て
あ
る
。
ヒ
バ
リ
・

ウ
グ
イ
ス
の
嗚
き
始
め
や
、
あ
ま
が
え
る
・
つ

ば
め
等
の
初
見
の
頃
を
確
認
す
る
事
が
で
き

る
が
、
環
境
変
化
に
と
も
な
い
暦
通
り
に
は

嗚
け
な
く
な
り
、
品
種
改
良
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
等
で
の
栽
培
に
よ
り
植
え
つ
け
の
時
期

も
変
化
し
て
き
た
▼
動
植
物
は
、
大
自
然
の

遵
法
に
従
い
、
そ
の
命
は
自
然
環
境
に
委
ね
ら

れ
る
。
万
物
の
霊
長
で
あ
る
人
間
は
、
文
明
を

起
こ
し
、
今
で
は
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
瞬
時
に

知
る
事
が
出
来
る
。
そ
し
て
日
常
生
活
の
中

で
異
常
気
象
、
温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
と
い

う
情
報
を
得
な
が
ら
、
現
在
の
豊
か
な
人
間

の
環
境
を
変
え
ら
れ
ず
危
機
感
が
乏
し
い
▼

遠
い
昔
、
我
々
祖
先
の
共
生
へ
の
思
い
は
、
神

の
使
い
の
生
き
物
と
共
に
大
自
然
の
恵
み
と

畏
敬
と
で
一
体
感
が
あ
っ
た
が
、
科
学
の
発

達
で
人
類
は
栄
え
、
一
方
で
絶
滅
危
惧
種
の
問

題
を
お
こ
し
て
い
る
了
戦
後
、
技
術
立
国
、
経

済
大
国
と
西
欧
的
価
値
観
で
繁
栄
。
そ
し
て
過

信
し
て
き
た
。
国
難
の
時
、
日
本
の
「
風
土
」
に

育
ま
れ
た
「
共
生
」
・
「
畏
敬
」
の
伝
統
を
感
じ
、

感
謝
と
祈
り
の
精
神
的
豊
か
さ
を
進
化
さ
せ

繁
栄
し
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
（
渡
）

神具・装束・授与品

令井冷
装束店〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る

フリーダイヤル 0120-075-980

福岡店〒812-0068 福岡市東区社領1 -1 2-10-401 
フリーダイヤル 0120-055-092

授与品店〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

燒式会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(Qq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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各比--, 大か念列行社
々須 当島らししさ中
乗丸摩、日の説た‘れ津
蔚凸ぜ午寵明。翌る宮

喜ヲ □ 塁 □ 門畠旦喜与
麿：〖：と 91弓i i[[ ] 
胃f包島 胄胃犀冒繋
見こ--,渡 各神をにら
送に恵船 自職祈参斎

前本 参林腹行島たり
に殿午道のにいに゜を

-l vat-~· • -r啜遍耐益羞汽藩ぶ芦ぶぺI はにーを生鎮心到午受
はた島鼓い身に両氏会 りな次宮るは室海え御全て開進拉喜身着前け
各゜でをた、よ宮子をそな祈に司祝じの戦さ神国現時ま 辻し九一
船正の打だ煮り奉組行のくり玉以詞め御をれ酒各地三げ畠闊ビ‘時路
に午ひちく魚調賛織つ後終の串下を国安顧‘・地大十れ 清ー前沖

胃塁届嘉喜；理会ぷだ諷［象畠各宅勢泰塁裔霊畠霊分ば四塁塁塁且富
込、をらにのさ同る当止た祭莫代。平参国が品拝行沖乞員雙゜中全を
み参過、一煮れ翼沖大場。典、表、続穏拝家日か者°津なt'- lま島で船目
沖拝ご神同汁ナこ賛・社で は敬かいを者・本おかご宮ぃ及、の楔沖指
ノ者しの舌で剌会中の直 滞虔順て祈を皇海供ら神御。ぶ樹中をノし

.................................................................................................................................................................................................................................................................. 

聞定群像 ノ拝ほい つで大回島
社リー地こ島所ぼ女—い解島しを
なスと域のにー同性方た散に午離
ど卜しが 1中祈の時・ 、 と到後島
予［面面禽畠貫亥J孟沖 な着二、
羅；夏属棗胃賃： ：合 ＊言］ : 
道レ化と心だしー地渡 ぞ者にり
機ビ遺関と 、沖の島 れははと
関局産連す 遥津祭出 帰そ全島
かやの遺る か宮典来 路の船を
取新暫産宗 沖遥とな に場が周

............................................................................................................................ 

を慮遵ー持はし 意入祭にもや材
願す守般‘いて神する祀もお島す
つべし参文え中社る方遺からへる
ばきて拝化‘立と場が跡かれの—
か事いの財今のし面見へゎ、興方
り態た方保後立てか受力ら事味、
でをだ々護信場は何けメず前で信
ぁ迎くへの仰を世度らラ禁説参仰
召えと参観や雙界力‘れ片止明加以
な共拝点尊て遺翌神手ししさ上
いに心か厳い産tつ職にててれに
こ、得らのるに：が立いいた遺
と憂をも護と関 注ちるる方跡

恒
例
の
夏
越
祭
が
近
付
い
て
参

り
ま
し
た
。
こ
の
お
祭
り
は
、
大
祓

神
事
を
中
心
に
行
わ
れ
、
夏
季
に
流

行
す
る
悪
疫
を
除
去
し
、
皆
様
方
の

心
身
の
罪
・
稼
を
人
形
に
託
し
て
祓

い
除
き
、
清
々
し
い
気
持
ち
で
、
毎

日
を
無
事
に
過
ご
し
て
い
た
だ
＜

た
め
の
祈
り
を
込
め
た
神
事
で
ご

ざ
い
ま
す
。

本
年
も
左
記
の
通
り
斎
行
致
し

ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
御
参
拝
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
七
月
三
十
一
日
（
日
）

午
後
五
時
ー

お
お
は
ら
え

◆
大
祓
神
事
引
き
続
き

夏
越
祭
斎
行

夏
越
の
大
祓
神
事

ご
案
内
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第
一
回

氏
子
会
総
代
総
会
開
催
修
旅
行
は
、
北
陸
地
方
を
中
心
と
＂
氏
子
会
副
会
長
中
村
昴
氏
二
副
会
長
に
御
就
任
頂
き
、
当
大
社

1
8
-

し
た
行
程
で
多
数
の
参
加
が
呼
び
二
福
津
市
内
殿
）
が
逝
去
さ
れ
た

□
の
護
持
運
営
に
多
大
な
る
御
尽
力

か
け
ら
れ
た
。
尚
、
正
式
参
拝
は
i
中
村
氏
は
、
平
成
十
三
年
よ
り
：
を
頂
い
て
い
た
。

月
五
月
二
十
四
日
、
今
年
度
第
―
]
選
挙
に
お
い
て
宗
像
選
石
川
県
の
白
山
眸
女
二
福
津
市
内
殿
よ
り
選
出
の
評
議
員
i
故
人
の
御
冥
福
を
心
よ
り
お
祈

7
f
 

年
回
目
の
氏
子
会
総
代
総
会
が
置
鮎
」
挙
区
よ
り
当
選
さ
れ
た
神
社
で
行
う
。
こ
に
就
任
、
平
成
二
十
二
年
に
は
当
会
：
り
申
し
上
げ
ま
す
。

3
i
 

2
2
 

成
一
玄
二
郎
会
長
以
下
―
一
五
名
出
席
二
伊
豆
美
沙
子
、
吉
武
邦
、
本
年
度
よ
り
総
代
・

ヰ
の
下
、
当
大
社
清
明
殿
で
開
催
さ
こ
彦
両
県
議
会
議
員
よ
り
ー
＾
．
評
議
員
に
新
た
に
御
就

れ
た
。
口
疾
拶
を
賜
っ
た
。
．
任
頂
い
た
方
々
へ
の
委

ま
ず
本
殿
で
正
式
参
拝
、
そ
の
一
議
事
は
置
鮎
会
長
が
”
嘱
状
伝
達
式
が
行
な
わ

後
清
明
殿
へ
移
動
し
、
中
村
副
会
長
二
議
長
に
選
出
さ
れ
て
審
れ
、
該
当
者
を
代
表
し

に
よ
る
開
会
の
辞
に
よ
り
開
会
、
神
二
議
は
始
ま
り
、
事
務
局
て
津
屋
崎
地
区
の
大
久

宮
並
皇
居
遥
拝
、
国
歌
斉
唱
、
敬
丁
よ
り
平
成
二
十
二
年
度
保
一
仁
評
議
員
に
置

神
生
活
の
綱
領
を
一
同
唱
和
し
、
二
の
氏
子
会
事
業
報
告
と
．
←
‘
鮎
会
長
よ
り
委
嘱
状

置
鮎
会
長
、
高
向
宮
司
が
挨
拶
を
i
決
算
報
告
の
後
、
城
野
監
事
よ
り
こ
か
手
渡
さ
れ
た
。

行
っ
た
。
続
い
て
、
先
の
統
一
地
方
丁
会
計
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
全
会
一
新
入
職
員
と
し
て
、
四
月
一
日

：
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
言
付
で
太
宰
府
天
満
宮
よ
り
当
大
社

次
に
平
成
二
十
三
年
度
：
へ
奉
職
し
た
神
島
権
禰
宜
が
宮
司

氏
子
会
事
業
計
画
案
、
予
丁
よ
り
紹
介
さ
れ
、
松
井
副
会
長
の

算
案
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
」
閉
式
に
よ
り
総
会
無
事
閉
会
し
た
。

説
明
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
全
会
一
本
年
度
よ
り
新
た
に
御
就
任
頂

一
致
に
て
承
認
さ
れ
た
。
i
い
た
新
役
員
、
総
代
・
評
議
員
の
皆

本
年
度
よ
り
評
議
員
に
こ
球
に
は
今
後
の
大
社
の
諸
行
事
・
祭

就
任
さ
れ
た
方
々
も
多
く
、

□
典
等
へ
の
御
協
力
を
お
願
い
す
る
と

事
務
局
よ
り
氏
子
会
組
織
：
共
に
引
続
き
総
代
・
評
議
員
を
お

の
由
来
に
つ
い
て
の
説
明
が
：
引
受
け
頂
い
た
方
々
に
は
更
な
る
お

な
さ
れ
、
併
せ
て
氏
子
会
費
丁
刀
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

取
り
纏
め
に
つ
い
て
も
御
理
[

解
と
御
協
力
の
依
頼
が
な
[

さ
れ
た
。

ま
た
本
年
第
二
十
回
の
[

節
目
を
迎
え
た
氏
子
会
研
一
去
る
六
月
十
七
日
、
宗
像
大
社

宗
像
大
社
氏
子
会

中
村
舜
副
会
長
逝
去

一
虚
違
且
叶
丘
昇
窪

去
る
六
月
十
日
、
宗
像
大
社
氏
二
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

子
青
年
会
（
通
称
i
宗
像
オ
ガ
チ
の
一
次
に
稲
田
会
員
が
議
長
に
選
出

会
）
の
平
成
二
十
三
年
度
定
例
総
会
丁
さ
れ
議
事
は
進
め
ら
れ
た
。
事
務
局

が
小
林
栄
二
会
長
以
下
会
員
約
丁
よ
り
平
成
二
十
二
年
度
活
動
・
決
算

二
十
名
参
集
し
開
催
さ
れ
た
。
二
報
告
、
並
び
に
伊
熊
監
事
よ
り
監
査

神
宮
並
び
に
皇
居
遥
拝
、
国
歌
二
報
告
が
行
わ
れ
、
一
同
承
認
。
次
い

斉
唱
、
敬
神
生
活
の
綱
領
唱
和
を
行
二c事
務
局
よ
り
平
成
二
十
三
年
度

い
小
林
会
長
、
当
大
社
葦
津
禰
宜
よ
i
の
活
動
計
画
（
案
）
並
び
に
予
算

り
挨
拶
を
頂
戴
し
た
。
又
、
本
年
度
二
案
）
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
、
こ

新
入
会
員
の
杉
埜
壮
氏
、
新
入
神
職
：
ち
ら
も
一
同
承
認
さ
れ
た
。

の
神
島
権
禰
宜
が
紹
介
さ
れ
、
其
々
i
ま
た
、
そ
の
他
に
お
い
て
同
会
も

二
平
成
十
七
年
の
発
会
よ
り
七
年
目

q
一
を
迎
え
、
十
月
三
日
秋
季
大
祭
高

二
呂
神
奈
備
祭
の
奉
仕
も
定
着
し
、
今

後
の
目
標
と
し

て
、
十
月
一
日

の
み
あ
れ
祭
か

ら
の
陸
上
神
幸

の
復
活
も
検
討

し
て
い
く
事
が

報
告
さ
れ
総
会

は
終
了
し
た
。
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奏
上
、
次
い
で
斎
田
の
清
祓
が
行
わ

れ
た
。

日曜
播
種
の
儀
で
は
、
斎
田
水
口
へ
の

金
ぃ
み
く
し
き
ょ
う
し
ん

去
る
五
月
二
十
二
日
、
む
な
か
二
区
良
質
米
生
産
支
援
協
議
会
」
が
二
窟
串
供
進
、
耕
作
主
に
よ
る
鍬
入

日ー
た
地
区
良
質
米
生
産
支
援
協
議
会
一
結
成
さ
れ
、
諸
儀
か
ら
献
上
に
至
丁
れ
、
耕
作
主
・
早
乙
女
・
協
議
会
会

月7

の
宮
中
献
上
米
斎
田
播
種
祭
が
、
：
る
迄
の
間
、
同
協
議
会
が
中
心
と
こ
衰
始
め
関
係
者
に
よ
り
種
蒔
き
が

年2
3
執
り
行
わ
れ
た
0

Iな
り
進
行
さ
れ
る
。
尚
、
一
連
の
二
付
わ
れ
た
。

成
，
き
ゅ
う
ち
ゅ
う
に
い
な
め
さ
い
~

F

こ
れ
は
、
宮
中
新
嘗
祭
に
あ
た
二
諸
儀
式
に
つ
い
て
は
、
当
大
社
が
奉
一
次
い
で
関
係
者
が
玉
串
を
神
前

り
福
岡
県
よ
り
戦
後
献
上
米
を
供
：
仕
を
す
る
。
ご
」
捧
げ
直
会
と
な
り
最
後
に
同
協

L

え
る
習
わ
し
が
続
く
中
、
県
下
の
一
当
日
は
生
憎
の
雨
模
様
で
あ
っ
二
議
会
寺
島
俊
基
会
長
（
宗
像
農

f
各
地
区
持
ち
回
り
で
当
番
地
区
が
了
た
が
、
宮
中
献
上
米
斎
田
と
選
定
こ
協
代
表
理
事
組
合
長
・
当
大
社
責

選
定
さ
れ
て
い
る
。
本
年
は
、
宗
一
さ
れ
た
田
中
一
彦
氏
（
宗
像
市
朝
一
任
役
員
）
よ
り
今
後
の
予
定
説
明

像
市
が
当
番
地
区
と
な
り
、
福
岡
二
町
）
の
耕
作
田
に
は
、
仮
設
テ
ン
ト
こ
と
、
関
係
者
の
奮
起
を
促
す
挨
拶

県
・
宗
像
市
・
宗
像
農
業
協
同
組
」
祭
壇
等
の
諸
準
備
を
整
え
関
係
者
こ
」
よ
り
無
事
締
め
括
ら
れ
た
。

合
の
三
者
に
よ
り
「
む
な
か
た
地
二
参
列
の
下
、
定
刻
午
前
十
一
時
に
一
今
後
、
六
月
に
御
田
植
祭
、
九

正
始
ま
っ
た
。
二
月
に
抜
穂
祭
が
予
定
さ
れ
次
号
以

当
大
社
神
職
よ
り
神
前
に
播
種
」
降
に
詳
報
さ
せ
て
頂
く
。

（
種
蒔
き
）
・
御
田
植
よ
り
抜
穂
（
稲
一

刈
り
）
迄
の
間
の
稲
作
の
無
事
、
皇
]
新
嘗
祭
（
に
い
な
め
さ
い
）

室
の
弥
栄
、
耕
作
主
を
始
め
地
区
こ
毎
年
十
一
月
二
十
三
日
、
宮
中
及

の
五
穀
豊
穣
を
祈
念
す
る
祝
詞
が
二
3
全
国
神
社
で
行
わ
れ
る
収
穫
祭
。

払

T

宮
中
で
は
、

ふ
牛
心
天
皇
陛
下
自

ら
神
々
に
新

／
咋
．

穀
を
献
じ
、

共
に
食
せ
ら

れ
る
。
豊
穣

を
祈
る
二
月

の
祈
年
祭
（
き

ね
ん
さ
い
）
と

対
置
さ
れ
る
。

4
 

は
し
ゅ
さ
い

宮
中
献
上
米
斎
田
播
種
祭

五
月
二
十
一
日
、
九
州
交
響
楽
一
ヴ
ィ
オ
ラ
で
編
成
さ
れ
、
モ
ー
ツ
ァ

団
に
よ
る
「
い
き
い
き
出
前
コ
ン
：
ル
ト
や
バ
ッ
ハ
の
名
曲
が
曲
に
ま
つ

サ
ー
ト
」
（
主
催1
1

宗
像
ユ
リ
ッ
ク
了
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
共
に
披
露
さ

ス
、
宗
像
市
大
島
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
丁
れ
た
。

テ
ィ
運
営
協
議
会
）
が
中
津
宮
で
開
一
今
回
特
別
に
大
島
小
・
中
学
校

催
さ
れ
た
。
二
り
各
校
歌
を
プ
ロ
の
演
奏
に
合
わ

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
八
月
二
十
八

□
せ
、
島
の
子
供
達
が
声
高
々
に
斉

, 

日
に
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
唱
、
ま
た
と
無
い
体

で
開
催
さ
れ
る
「
九
験
に
子
供
達
一
同

州
交
響
楽
団
宗
像
公
感
激
し
た
様
子
で
、

演
」
に
先
駆
け
、
同
楽
＇
最
後
は
「
ド
レ
ミ
の

団
員
が
各
地
域
に
出
・
歌
」
を
来
場
者
一
同

向
き
「
そ
の
場
所
」
で
で
合
唱
し
、
楽
し
い

「
生
の
演
奏
」
を
お
届
．
i
-
歌
声
が
神
苑
に
木

け
し
、
一
流
の
演
奏
霊
し
た
。

家
に
よ
る
本
物
の
音
を
通
し
て
「
生

き
る
喜
び
」
や
「
感
動
す
る
心
」
、

「
豊
か
な
感
受
性
」
を
育
む
こ
と
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

当
日
は
五
月
晴
れ
の
好
天
に
恵

ま
れ
、
多
く
の
島
民
が
来
宮
。
午

前
十
一
時
、
九
州
交
響
楽
団
の
演

奏
家
四
名
が
中
津
宮
を
正
式
参

拝
、
来
る
宗
像
公
演
の
成
功
が
祈

念
さ
れ
、
エ
ル
ガ
ー
の
「
愛
の
あ
い

さ
つ
」
を
神
前
に
奉
納
、
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
た
。

楽
器
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
、

中
津
宮

九
響
出
前
コ
ン
サ
ー
ト
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存二当

>t[ [ 
が度日
会主館、
長基に午
花地於後
田方い六
安風て時
輝俗‘半
氏舞平ょ
q以保成り

ｷ:1............................... 

の高下
i， ‘•F1 開出向役
叫 1 ヽい催席宮員

、;~にの司会
先も以員
立と下九
ち開.....L.考

向花でを保基 たき開田後黙を災た三昭で長存去年、催ノ合
宮田奉出存地始゜会会支‘祷込の東月正あで会さ一平さ、当
司会唱席会方め 議の部井をめ追日に氏つあ第れ月成悶計大
よ長‘者の風に へ辞長上捧全悼本起とたり二たに—。十社
り・次全舞俗、 喜をよ・げ員の大こ同岩顧代当御十 五ょ
御高に員歌舞主 っ頂り深たで意震っ年佐問会保逝三 名り
.................................................................................................................................................................................................................................. i 

新財化基た会神の地う会ま員員化あ足たに昭に た予平年挨
た認並地゜員湊条域とでで数の‘つ当°よ和当主゜算成度拶
に定び方若拡地件に‘は減は獲若た時昭り五大基 報二活を

よ晶繭需言喜讐瓦科悶こ、宅覧胄喜し。斎嬰言士荏贋 皇土冒四
゜け岡舞員努でっし田のて時進流か員十前届御風 行年告た
貪雷保獲め骨亙忍邑悶閾摩亨良し、数三にま下俗 い度並後
一定皇 19 扇ぎ—る奇を゜分、よ地甘鷹喜曇讐 9 霊儡閻箪
同無ーょ''-とあ事所打今約現り域八保さ冗阜昭 承計算成
結形のる決，一範が 破回四在若の十存れ青、和 認画報ニ
束文活--,定［囲入在しの十の手高名会て年蘭四 を並告十
を化性主し、を会堕ょ総名会会齢で発き団、年 得びとニ

.................................................................................................................................. 
• ｣ｷ • - ~」:L i·ら--,て 国新ら神嘗 和度不中あ行陛 : 

; ，令，＼れ悠ゅ西古ぃ穀れ地宮大以も出舞るさ下主— • ,. 3 ,• 、紀き方来石をる祇で嘗前舞が楽大召れが基 : 
`·-•、，←9.) ．ー ，翌：よ贋置ょ／ー奉゜ r 天祭のわ原で嘗げる御地 ; 

: .し. h i{=f/iI l 喜 〖：喜：贔［厚畜；順互 !I 塁喜包噌 9 互主すi
、 l亨•つ. し.,;.し'·..t、＇し•、'斎に地都るる儀、自仮滅と大こてーる伯』しき：

9 一—·、 田分方認を゜斎に自ら設しは嘗の舞度に舞: ；主基貴田全景こ 、：3.“と がけて中 田先身新さて無祭舞わのあー・ クペ・く東心 のんも穀れい＜後はれ祭た丘 Kしち
方と 卜じ食をたる、は門る儀り天え亡
がし 定てせ天大゜昭一外宮で斎皇

！ヽ ・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・風：、

II..“→-‘｀間犀叫爪俗：
; --しJ -,......、_ 4ーヨ·占乱翡雙富襄脇書皇癸皇gそ贋｝ぷg舞しま、
lM霰竺雹て披露される主霞頭風俗舞’ な産関新山神也村基嘗年主 二曲゜ と • 
；現御しかこにで例提省残舞は関イ］係穀神はに＾地祭の 悠作そ
：在下召らと限翌の出にそ楽-‘繋忍巳贔麟臭忍胄召誓開喜 魯 9 閾は
：届賜し特でりたなし嘆うをあらる同上翌社らの、の天方 方れ方
：考頂霰別宮とがいた願と後貴当。、す のれ福福で皇風 ーるの
：。きっの内ぃ今嘆°書宮世重大 当るた ..,.岡岡あ御俗 風の風
: 、て思省う回願前を内にな社 大当雀畠だ市県り、即舞 俗が俗 : .................................................................................................................................. 

さ
ち
ほ
う
ふ
う
ぞ
く
ま
~

主
基
地
方
風
俗
舞
保
存
会
総
会
開
催
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宗像大社奨学金亘H裔社も1乍~~i招

西南学院高校1 年池浦愛里（玄海中出身）

一、「宗像大社の思い出」
私は祖父母が宗像市に住んでいるので、

小さい頃からよく宗像大社に訪れ、コイに

餌をあげるのが好きでした。そして、私が

小学校五年生の頃、宗像市の玄海東小学校

へと通うことになりました。それから私

は、宗像大社で行われる放生会に毎年のよ

うに友達とお参りしていました。

このように、私は宗像大社に小さい頃か

ら、とてもお世話になっています。ですか

ら今年は去年よりも、もっと勉学やスポー

ツに励み、宗像に少しでも貢献したいと

思っています。去年はまだ学校生活によ

＜馴染めず、自分が思っていたよりも勉

学に励むことが出来なかったと思います。

だから、今年からはこの宗像大社奨学金の

ありがたさにもっと感謝して、勉学やス

ポーツに励んでいきたいと思っています。

そして、宗像や身の周りの人など、様々

な方たちの役に立てるような人になりた

いと思います。本当に有難うございます。

宗像高校 2年山口智子（日の里中出身）

「思い出」
宗像大社は家から近いこともあり、小さい頃から何度もお

参りしていました。その中でも私の心の中に最も残っている

のは七五三で参拝したことです。

私は 5 歳だったのですが、その時のことをまだ覚えていま

す。着物を着て下駄をはいて、化粧をしてもらい、慣れない格

好で少し緊張していたのを覚えています。特に下駄が痛くて

泣きそうになっていた私に気付いてくれた父が抱っこして

くれたことは、今でも鮮明に覚えています。

今思えばやはり親は子を見てくれているものだと実感しま

す。どんな小さなことも気付いてくれ、そして助けてくれま

した。父に抱っこされながら、やっと着いた宗像大社、小さな

私にはとても大きな場所でした。

本殿に行く途中、私は鯉に目を奪われました。私はその場か

ら離れませんでした。すると母が餌を買ってきてくれました。

私はうれしくてはしゃいで、鯉に餌をあげました。鯉が餌に

群がると近くに来るのでうれしかったです。私は益々鯉に見

とれてしまいました。父と母はそんな私をずっと待っててく

れました。私の気が済むまで優しく待っててくれました。

そんな父と母に今とても感謝しています。いつも側で見守っ

てくれたことは、私を安心させてくれました。

今後は、私が親に何かをしてあげる番です。まだ具体的に

はわかりませんが、今出来る事は日々を精一杯生きる事です。

m国謂 「宗像大社短歌大会」のご案内
◆日時平成23年11 月20日（日）

〇小中高生の部… 9:30~11:00

〇一般の部…12:00~15:40

◆会場宗像大社「清明殿」（宗像市田島2331)

◆応募方法

：◆選者小中高生の部＝桜川冴子
: 一般の部＝青木昭子・五所美子・桜川冴子・野田光介(50音順）: ※講演（一般の部）＝天野玲子 題目＝「台湾万葉集」

3 ◆発表平成23年11月20日（日） 大会当日
選考結果送付希望の方は、結果送付代

(50円切手2枚）を同封して下さい。
〇詠草…小中高生は 1人 1 首。
一般は 1人2首まで可（未発表のもの厳守）。 ：◆賞
B4の400字詰め原稿用紙の右半分に楷書で作品（固有 小中高生の部＝宗像市長賞・宗像市教育委員会賞・
名詞など難読語にはふりがなを）、左半分に郵便番号・ 宗像大社賞・毎日新聞社賞・奨励賞
住所（マンション名も）・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号:
を明記のこと。小中高生は学校・学年も明記のこと。 ・

〇出詠料… l首 1,000円
（定額小為替にて。小中高生は無料）。

詠草集送付のための切手(50円切手2枚）を作品と同封のこと。

一般の部＝福岡県知事賞・福岡県教育委員会賞・

宗像市長賞・宗像市教育委員会賞・

毎日新聞社特別賞・宗像大社宮司賞・

宗像大社氏子会賞・宗像大社賞・

毎日新聞社賞・優秀賞・ 40周年特別賞

〇締切日… ：◆主催 「宗像大社短歌大会」実行委員会
一般＝平成23年8月31 日（水） （当日消印有効） : 
小中高＝平成23年9月 7 日（水） （当日消印有効） i◆共催 毎日新聞社

〇送り先…〒811-4175 宗像市田久5-25-17
「宗像大社短歌大会」実行委員会事務局宛

「小」「中」「高」「一般」の別を朱書きのこと。
〇お問合せ先…上記の送り先へ往復葉書で。

3 ◆後援 福岡県・福岡県教育委員会・宗像市・
宗像市教育委員会・宗像大社・宗像大社氏子会

※応募によって得られた個人情報は、本大会以外のことに利用しません。



7 第605号（昭和36年5月 10日第三種郵便物許可毎月 1 日発行） 宗 MUNAKATA 材し 平成23年7月 1 日金曜日
..•-

大呼
正一ば日
十っれ本
二はるの
＾年文り歴
の永か史
関．四の
東弘属裏

旦鷹召｀
災元息
原、
‘寇

.............................. 

い発大爆
るで震と

（続）

゜あ災敗
ー．—-一一 倒七日出な館悶そ；戦

報讚災蝙~l_,喜雷目と目：合査そt
<ノ‘紀のみ被---,典な地て

、 EAR111QU逗竺こ 口万臭頁よ置旦言： : : 
さ、武記 をの川は波の
三家天録 抜ぉ弘っ．東

、9行慢直聞‘?' 万屋皇は きも文て原北

へし＼ロニ呻E10;し；• ;, •三・・・ロ．．．．．．．．K・積…五…這霞グ…••余
¥ ----ょ 訳＇． 属闘奇製盆占；塁［羹忍
訂以冒く、 8.、6{- 9 誓竺平贔冑七名風元あ位園害震 l 十地
鐘東長を圧京面‘・公安震間―る塁竺召互海゜゜ド三胃
落海元襲死都元津倉分時かに五と没七 ＋と面東色1 竺を
っ。沖年い多で年渡庫..__..代発八年し一）し、 □ 万怠波涸以六生
儡口；胃：塁穴胃日塁g茫悶忍、 2 山豆 ［麟虞靡忍倉了

・ 九多波倒八約れ両観芯 7.0 八 頂 7.o 約と 推
胃塁さ数爾塁喜王製沖［そ望怒 臀ヽ ［醤塁渭茎翌

257 

.................................................................................................................................................................................................................................................................. 

死田 M れ解く死 M 被伊沿 7.9 津 6.9 津海 烈祠土都 の海 河に
二原 8.2 元て釈・五 8.1 慶害·岸三慶波別慶波沖明ハ 佐·康田沖康..__..津
千領房禄い困震千＝長大阿に元長゜府長に地応 0 墜．奈安百地和 波
] ]□ 云召： 9 會員ょ゜:~胃翡 畠犀虐震嘉會互贋良犀胄震塁 霞
胃［ [ : ［マ躙！竺 I ii三 息云翠烹両 ：四企~,信： 睾］孟震亘 犀費摩夏 □ 口豆ん四 胃さ？儡氣 ：口； ：了： : り
。小＝ さ的広 o..__.. ．紀朴I M に M に 8.6 ヽ由塔 8.4 土 8.o 愈
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宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

]
シ
ャ
ボ
ン
玉
空
を
ゆ
が
め
つ
と
子
ら
言
へ
り
、
歪
む
る
は
で
も
い
つ
も
戦
さ

者
の
主
張
に
賛
成
。
上
の
句
を
、
括
弧
を
使
い
子
供
ら
し
い
言
葉

[
-
:
で
き
た
ら
、
結
句
の
口
語
が
よ
り
自
然
な
感
じ
に
な
る
の
で
は
。

一
宗
像
市
池
田
森
龍
子

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
i
竹
の
子
は
す
る
す
る
伸
び
て
親
竹
の
落
葉
の
湿
り
に
初
夏
の
風
吹
く

日
ご
と
わ
れ
を
写
し
て
古
り
し
鏡
な
り
つ
ひ
に
は
一
生
の
終
の
日
を
待
っ
＝

□
さ
わ
や
か
な
一
首
。
落
ち
葉
の
湿
り
に
注
目
す
る
細
や
か
さ
が
良
い
。

i
城
あ
と
の
石
垣
つ
つ
す
掘
割
の
水
は
キ
ラ
キ
ラ
光
を
返
す
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汀
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汀
丘

□
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口
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]宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

二
『
汀
と
笑
い
〖
に
椿
咲
き
ま
し
た
黄
の
]
]
多
ロ
ロ
じ
る
紅
―
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X《
『
[
汀
]
(
[
い
[
口

]
[
0
写
る
石
垣
で
は
な
く
水

E
l
l
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げ
花
を
見
た
喜
び
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
下
の
句
の
観
察
一
宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

）
。
四
句
は
順
当
に
〈
多
の
黄
の
し
べ
に
〉
。
一
桜
咲
く
寺
に
法
螺
貝
鳴
り
ひ
び
き
大
護
摩
焚
き
の
煙
が
あ
が
る

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
[
:
・
景
の
大
き
な
歌
。
ど
こ
か
に
焦
点
が
ほ
し
い
の
で
煙
の
色
入
れ

黒
煙
、
白
煙
な
ど
と
し
て
み
て
は
。

手
に
触
れ
て
学
べ
と
弥
生
の
土
器
片
は
公
開
講
座
の
卓
上
に
満
つ

作
者
の
心
弾
み
が
出
た
歌
。
土
器
片
か
ら
弥
生
時
代
の
人
の
思
一
北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

工
い
が
伝
わ
っ
て
き
そ
う
。
結
句
は
〈
卓
上
に
ま
ろ
ぶ
〉
と
し
た
い
。
一
夜
の
床
暑
さ
に
今
宵
も
汗
を
か
く
去
年
の
暑
さ
が
思
ひ
出
さ
る
る

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

l
-□戸
芦
区
の
[
]
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い
げ
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0る
の
で
上
の

媚
負
ひ
避
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ぐ
消
防
員
波
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呑
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れ
て
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な
く
な
り
ぬ
と
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野
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精
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福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子
~

扉
名
峠
の
の
ぼ
り
く
だ
り
に
わ
れ
は
見
つ
今
さ
か
り
な
る
霧
の
中
の
藤

毎
マ
ン
シ
ョ
ン
の
日
陰
に
立
ち
て
体
調
の
良
し
悪
し
を
告
げ
友
と
別
か
れ
き
~

[
『
:□
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t
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い
。
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□コ
t
i
〈
』

□[
O
O
心
ム
い
彗
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《0汀
胴
遺
い
汀
汀
汀
汀

郵種
福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦
]
印
象
が
更
に
鮮
明
に
。
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-
E
門
璽
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d

ぽ
な
が
な
が
と
震
災
の
特
集
見
た
る
眼
に
点
灯
す
な
り
麓
の
あ
か
り
~

[
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[
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胃
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口
『
』
言
コ
言
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t
i
]
電
柱
の
あ
ま
た
立
つ
町
あ
る
き
ゐ
し
夢
の
さ
び
し
さ
一
日
つ
づ
く

一
水
界
を
い
で
き
て
殻
を
う
し
な
ひ
し
貝
の
括
鍮
生
き
る
は
捨
て
身
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県
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発
行
人
蕗
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
•
松
林
拓

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

宗
像
市
日
の
里
花
田

木
下
闇
抜
け
て
真
青
な
水
平
線

t
i
t
c5バ
[
"

祀
る
南
洲
神
社
を
参
拝
し
ま
し
た
。
境
内
に

『
四
方
学
舎
』
と
い
う
看
板
を
目
に
し
、
後
日
調

べ
る
と
、
鹿
児
島
伝
統
の
教
育
制
度
で
あ
る
郷

じ
ゅ
う
さ
よ
う
い
く

中
教
育
の
精
神
を
受
け
継
い
で
い
る
民
間
の

団
体
で
し
た
了
郷
中
教
育
の
郷
中
と
は
、
今
で

い
う
町
内
会
ク
ラ
ス
で
地
域
の
小
単
位
で
あ
り
、

地
域
ご
と
に
異
年
齢
の
者
が
同
じ
場
所
で
互
い

に
心
身
を
鍛
練
し
、
そ
の
中
で
廉
恥
、
長
幼
の

序
、
弱
者
へ
の
労
り
、
互
譲
互
助
の
精
神
等
、
武

士
と
し
て
必
要
な
事
を
自
然
と
身
に
付
け
る
場

所
で
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
始
ま
っ
た
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
に
似
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ご
幕
末
、

薩
摩
藩
は
西
郷
隆
盛
・
大
久
保
利
通
等
多
く
の

人
材
を
輩
出
し
ま
し
た
が
、
皆
こ
の
郷
中
教
育

で
育
ち
ま
し
た
▼
こ
れ
に
対
し
我
国
に
お
け
る

戦
後
教
育
の
現
場
で
は
、
個
人
を
重
視
す
る
傾

向
が
強
く
、
そ
の
結
果
、
学
級
崩
壊
、
モ
ン
ス

タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ト
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
教
育
現
場
は
混
乱
し
て
い
ま
す
。
公
の

精
神
を
育
む
場
所
は
、
皆
無
と
言
っ
て
良
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
▼
『
稽
古
照
今
』
過
去
か
ら
学

ぶ
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
（
松
）
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